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（写真）組織犯罪・汚職報道プロジェクト（OCCP）「Derwick Associates」社長のアレハンドロ・ベタンコート氏” 

ベ 

 

 

   ボリチコの正体に迫る     

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

ネズエラには政府に協力することで大金を

稼ぐ一部の富裕層がいることは、これまでも 

何度か紹介してきた。これらの人物の多くは米国政

府が起訴し、有罪判決を受けるなどしている。 

 

２１年２月 故チャベス政権・マドゥロ政権に協力

し、汚職を働いた容疑で新たな人物が米国検察に起

訴された。彼の名はアレハンドロ・ベタンコート氏。 

野党「大衆意思党」レオポルド・ロペス党首の従妹と

報じられている人物。本稿では彼にまつわる報道を

確認してみたい。 

 

 

アレハンドロ・ベタンコート・ロペス氏は、故チャベ

ス政権、マドゥロ政権に協力したことで大金を手に

した企業家（「ボリチコ」と呼ばれる）として、以前

からメディアには登場している人物だが、２１年２

月にようやく米国南部フロリダ州裁判所で起訴され

た。 

 

以前からベタンコート氏が汚職に関わっているとの

噂がありながら、米国がベタンコート氏の起訴に踏

み切らまなかったことには訳がある。 

 

グアイド政権とのつながりが噂されていたためだ。 

 

 

政府の協力者で野党の資金提供者？ 
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ベタンコート氏とグアイド政権に関係があるとの疑

惑は以前から存在していたが、疑惑を確信に変える

ようなニュースが出たのは２０１９年。 

 

１９年１１月 米国紙「ワシントンポスト」は、トラ

ンプ大統領の顧問弁護士を務めていたジュリアーニ

元ニューヨーク市長がスペインのマドリッドへ訪問

したと報じた。 

 

同紙によると、ジュリアーニ氏がマドリッドを訪問

した目的は、彼の顧客アレハンドロ・ベタンコート

氏と会うためだったという。 

 

１９年当時からベタンコート氏は米国で起訴される

可能性があった。 

 

ベタンコート氏は、顧問弁護士としてトランプ大統

領（当時）に直接意見を伝えられるジュリアーニ氏

を通じて起訴をしないよう働きかけるためジュリア

ーニ氏をスペインの自宅（トレドに城を所有してい

る（次ページにある邸宅））に招待したという。 

 

また、ジュリアーニ氏の訪問に合わせて、ベタンコ

ート氏はグアイド議長の父親のウィルメル・グアイ

ド氏も自宅に招待。ジュリアーニ氏はグアイド氏の

父親を介してグアイド議長とテレビ電話をしたとい

う。 

 

ベタンコート氏はグアイド議長の家族に裏で資金援

助をしており、大衆意思党の資金提供者であると説

明したという。なお、「CNN」はアレハンドロ・ベタ

ンコート氏が「大衆意思党（VP）」のレオポルド・ロ

ペス党首の親類だと報じている。 

 

 

この訪問後、ジュリアーニ氏は米国のウィリアム・

バー司法長官（当時）と面談し、訪問中に撮影したビ

デオをバー氏に見せ、ベタンコート氏を起訴しない

よう働きかけたという。 

 

実際にベタンコート氏はトランプ大統領在任中に起

訴を受けなかった。 

 

この話を暴露したのは、ジュリアーニ氏のスペイン

訪問に同行した彼の右腕のレブ・パルナス氏。スペ

イン訪問中の写真や動画の一部は公開されている。 

 

パルナス氏は「２０年１１月の米国大統領選でバイ

デン候補に不利になるような情報を探すため、ウク

ライナ政府に働きかけた」との疑惑に絡んで検察か

ら起訴された。 

 

パルナス氏は、ジュリアーニ氏とトランプ大統領に

はめられたと主張。ジュリアーニ氏に不利になるよ

うな情報として、本件を暴露している。 

 

なお、グアイド議長はベタンコート氏との関係を否

定。ロペス党首の親類であるとの噂も否定している。 

 

ただし、グアイド議長の父親ウィルメル・グアイド

氏がベタンコート氏の自宅にいたことは映像が残っ

ており、否定できない。 

 

グアイド議長の父親がベタンコート氏の自宅にいた

理由について、グアイド政権から明確な説明はない。 
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 図：　アレハンドロ・ベタンコート氏の人間関係

マンハッタンマンションのペントハウス

スペインに城を所有

Hermogenes Lopez元大統領

（１８８７～８８年）の親族

？　

シリア・フローレス氏

親友

Walter Gavídia Flore、Yoswal Gavídia Flores

フローレス氏親族ラウル・ゴリン氏

（Globovision社長）

ニコラス・マドゥロ大統領

トランプ元大統領ウィリアム・バー元司法長官

（グアイド議長の父親） （大衆意思党所属）

ジュリアーニ氏に顧問弁護士を委託

Yosser Gavídia Flores （大統領夫人）

（ジュニアーニ氏右腕）

レブ・パルナス氏

レオポルド・ロペス大衆意思党党首
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親子

仕事仲間
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アレハンドロ・ベタンコート氏フランシスコ・コンビット氏

米国から汚職で起訴

ウィルメル・グアイド氏 ファン・グアイド暫定大統領

ジュリアーニ元NY市長

（トランプ元大統領の顧問弁護士）

資金援助？　　　

米国

ベネズエラ
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現時点でベタンコート氏と政府・野党との関係の全

容は明らかになっていない。 

 

ただし、２１年２月に大きな進展があった。 

それはフランス紙「ル・モンド」が報じたルクセンブ

ルクのタックスヘイブンの調査結果を公表した

「OpenLux」（「ル・モンド」と世界１６のメディア

による共同調査）。 

 

多くの著名人が課税逃れを目的にルクセンブルクに

資産を移している実態を報じたものだが、同国の口

座には汚職や麻薬など犯罪に絡む資金も多く預けら

れていることが明らかになった。 

 

その中で、ベタンコート氏の口座実態が個別に報じ

られている。 

 

アレハンドロ・ベタンコート氏は古くからの友人の

フランシスコ・コンビット氏と「Derwick Associate」

という会社を設立した（コンビット氏は汚職容疑で

２０１８年に米国検察に起訴されている）。 

 

ベタンコート氏は同社を通じて PDVSA や「ガイア

ナ公社（CVG）」などとバルガス州の発電所建設など

合計１１の事業契約を交わした。 

 

この契約は一般競争入札が行われることなく、直接

委託事業だった。また、通常必要な金額以上の金額

が支払われており、報道によると本来必要な費用を

２９億ドルは超えていたという。 

 

 

 

また、「Derwick Associate」は、PDVSA にボリバル

建てで貸付を行い、ドル建てで返済してもらうとい

う取引を行うことで大金を得ていたという。 

 

他 、「 Derwick Associate 」 は 、 PDVSA と

Gazprombank の合弁会社「Petrozamora」の事業に

も参画しているようで、事業で得た利益の一部はル

クセンブルクの会社に送金されている。 

 

なお、ベタンコート氏は技術系の大学を卒業しては

いるが、特段に事業経験などはなく、コンビット氏

も含めて本来公共事業を引き受けるほどの知識はな

い。実際の事業は別の会社に全て委託しており、完

全に中抜きの存在だったという。 

 

これら不当に得た資金の一部は PDVSA 幹部への賄

賂の支払いに流れたとされている。 

 

また、一部の事業では、マドゥロ政権の資金隠しに

協力した人物として米国政府の制裁を受けているラ

ウル・ゴリン氏を経由して、マドゥロ大統領の妻シ

リア・フローレス氏の親族に支払われたと報じられ

ている。 

 

もちろんベタンコート氏も大金を手にし、米国マン

ハッタンのマンションのペントハウス、スペインの

城を購入するなど多くの不動産を所有している。 

 

加 え て 、 ル ク セ ン ブ ル ク に は 「 Latin America 

Ventures Sarl」「Gainsboro Developments」「Mining 

International」「O’Hara Financial」の４つの会社を

登記し、これらの会社が様々な会社の株式を保有し、

巨大な資産が隠されているという。 

 

公共事業受注・融資取引などで大富豪に 
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本編とは直接関係ないが、「ウィークリーレポート

No.201」で紹介したベネズエラ人企業家カミロ・イ

ブラヒム氏について、２０１７年にグアイド議長率

いる野党国会が米国に対して、イブラヒム氏を汚職

容疑で捜査しないよう求める書簡を送っていたと報

じられている。 

 

この書簡を米国政府に送ったのは、２０１７年当時、

野党国会の財務副委員長を務めていたカルロス・パ

パローニ議員（第一正義党（PJ）所属）。 

 

パパローニ議員はこの報道を否定し、本件を報道し

た「Freedon House」を名誉棄損で訴えると主張し

ているが、「Freedom House」はパパローニ議員のサ

インが入った書簡の画像も公開しており、信ぴょう

性は高い。 

 

仮にこの報道が事実であれば、マドゥロ政権との取

引で得たイブラヒム氏の収入の一部は野党に流れて

いたということだろう。 

 

野党はマドゥロ政権の汚職を非難しているが、程度

の差こそあれ野党も同じように汚職資金を得ている

のが実態だと考えている。 

 

その意味でマドゥロ政権とグアイド政権は本質的に

はそこまで大きな違いがないのではないかというの

が筆者の正直な印象だ。 

 

以上 

与党も野党もどっちもどっち 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/386be78ef563ca2ae7e83c16d826c7a8.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/386be78ef563ca2ae7e83c16d826c7a8.pdf

